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年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延

長
と
休
日
の
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
！

岩
国
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
相
談
の
時
間
延
長
と
休
日
の

相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
も

併
せ
て
行
い
ま
す
。

■
時
間
延
長
日
（
午
後
７
時
ま
で
）

11
月
21
日
豺
、
28
日
豺

12
月
５
日
豺
、
12
日
豺

19
日
豺
、
26
日
豺

■
休
日
相
談
日
／
12
月
10
日
貍

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
／

岩
国
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
２
７
（
２
４
）
２
２
２
２

不
妊
専
門
相
談

■
日
時
／
12
月
15
日
貅

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
場
所
／

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
ク
リ
ニ
ッ
ク
室

■
予
約
方
法
／

12
月
13
日
貂
ま
で
に
事
前
に
連

相相
談談

日見・西長寺の境内大仏堂には、平安
時代末期の阿弥陀如来坐像（高さ２８４
ｃｍ）が奉安され、「日見の大仏」とし
て知られている。大仏尊は優美絢爛で、
相好整った藤原仏で、県下一の大きさを
誇る。寺縁起には、海から迎えた大仏尊
は金光に輝き、日輪のごとくであったこ
とからここを日見と名づくとある。そし
てその伝説から、沖を通る船は帆を降ろ
して西長寺を拝し、航行の安全を祈った
とある。昭和19年に国の重要文化財に指
定された。

西長寺の大仏尊　（国指定）

～第５７回人権週間～
１２月４日から１０日までは「人権週間」です。

「育てよう　一人一人の　人権意識　
－思いやりの心・かけがえのない命を大切にー」

すべての人々が人権を享有し、平和で豊かな社会を実現するには、自
分の人権のみならず他人の人権についても正しく理解し、人権を相互に
尊重し合うとともに、「思いやりの心」、「かけがえのない命」を大切に
することが、今まさに求められています。
人権週間中、特設人権相談所を次のとおり開設しますので、心配ごと

や困りごとなどについてお気軽にご相談ください。
○特設人権相談所
◆日時／12月５日豺　午前９時30分～正午
◆場所／大島庁舎
人権擁護委員は、いつでも相談に応じています。相談は無料で秘密は

厳守します。当町の人権擁護委員は次のとおりです。
沖村　峰（東三蒲） 中元みどり（西屋代） 窪谷純惠（横見）
沖廣紀惠（久賀） 竹本三千之（椋野） 奥原法城（秋）
古田紹雄（外入） 竹本　諭（神浦） 宮崎邦子（和田）

絡
し
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

山
口
法
律
関
連
士
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
一
斉
共
同
相
談
会

■
日
時
／
11
月
26
日
貍

・
受
付
　
午
前
９
時
30
分

・
相
談
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

■
相
談
内
容
（
相
談
無
料
）
／

日
常
の
す
べ
て
の
困
り
ご
と

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
弁
護
士
会
事
務
局

蕁
０
８
３
（
９
２
２
）
０
０
８
７

■
日
時
／
12
月
24
日
貍
　
午
後
２
時
開
演

■
会
場
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

２
階
大
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
／

久
賀
教
育
支
所
蕁
７
２
‐
２
２
７
１


